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(57)【要約】

【課題】大洪水時において大幅に放流能力を増大し、安

定した放流を可能とする非常用洪水吐き装置を提供する

。

【解決手段】ダム湖の余水を大量かつ安定的に増大放流

する洪水吐き装置（20）であって、前記余水を流入させ

る流入部（21）と、この流入部（21）に隣接して設けら

れ前記余水を放流する放流管部（30）とを備え、前記放

流管部（30）は、入口又は途中に、サイホン作用を発揮

するサイホン部（33）を備え、前記サイホン部（33）の

上部に大気に繋がる開口（35）を備え、この開口（35）

に越流開始から一定の水位上昇までは開かれており、越

流が前記一定の水位に達したら閉じられる蓋（36）を備

えている。

【選択図】図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】

【 請 求 項 １ 】

　 ダ ム 湖 の 余 水 を 大 量 か つ 安 定 的 に 増 大 放 流 す る 洪 水 吐 き 装 置 で あ っ て 、

　 前 記 余 水 を 流 入 さ せ る 流 入 部 と 、 こ の 流 入 部 に 隣 接 し て 設 け ら れ 前 記 余 水 を 放 流 す る 放

流 管 部 と を 備 え 、

　 前 記 放 流 管 部 は 、 入 口 又 は 途 中 に 、 サ イ ホ ン 作 用 を 発 揮 す る サ イ ホ ン 部 を 備 え 、

　 前 記 サ イ ホ ン 部 の 上 部 に 大 気 に 繋 が る 開 口 を 備 え 、 こ の 開 口 に 越 流 開 始 か ら 一 定 の 水 位

上 昇 ま で は 開 か れ て お り 、 越 流 が 前 記 一 定 の 水 位 に 達 し た ら 閉 じ ら れ る 蓋 を 備 え て い る こ

と を 特 徴 と す る 洪 水 吐 き 装 置 。

【 請 求 項 ２ 】

　 請 求 項 １ 記 載 の 洪 水 吐 き 装 置 で あ っ て 、

　 前 記 流 入 部 は 、 上 面 が 開 放 さ れ た 枡 形 状 を 呈 し 、

　 前 記 流 入 部 は 、 前 記 放 流 管 部 の 呑 口 を 有 す る 放 流 管 接 続 壁 を 備 え 、

　 こ の 放 流 管 接 続 壁 は 、 流 入 部 上 流 側 に 延 ば さ れ 前 記 余 水 を 安 定 し て 呑 み 込 む た め の 整 流

板 を 備 え て い る こ と を 特 徴 と す る 洪 水 吐 き 装 置 。

【 請 求 項 ３ 】

　 請 求 項 １ 又 は 請 求 項 ２ 記 載 の 洪 水 吐 き 装 置 で あ っ て 、

　 前 記 放 流 管 部 は 、 吐 口 が 絞 ら れ て い る 若 し く は 途 中 が 絞 ら れ て い る 、 又 は 吐 口 が 上 向 き

と さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 洪 水 吐 き 装 置 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 、 ダ ム の 設 計 洪 水 位 等 の 高 い 貯 水 位 に お い て 放 流 量 を 増 大 さ せ る 非 常 用 洪 水 吐

き 装 置 に 関 す る も の で あ る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 ダ ム に は 、 洪 水 吐 き 装 置 が 設 置 さ れ る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ （ 図 ４ ） 参 照 ） 。 サ イ ホ ン

式 の 洪 水 吐 き 装 置 は 、 福 地 ダ ム に も 設 置 さ れ て い る 。

　 従 来 の サ イ ホ ン 式 の 洪 水 吐 き 装 置 の 原 理 を 、 福 地 ダ ム の 大 洪 水 に 対 す る 非 常 用 洪 水 吐 き

と し て の 事 例 を 用 い て 、 図 １ ３ に 基 づ い て 説 明 す る 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

　 図 １ ３ に 示 す よ う に 、 越 流 頂 １ ０ １ よ り 、 下 位 位 置 に 、 常 時 満 水 位 １ ０ ２ が 設 定 さ れ て

い る 。 貯 水 が さ ら に 増 え 、 水 位 が 越 流 頂 １ ０ １ を 超 え る と 、 図 面 左 か ら 右 へ 流 れ る 自 然 越

流 が 始 ま る 。 さ ら に 水 位 が 上 昇 す る と 、 自 然 越 流 に よ る 放 流 量 が 増 大 す る 。

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 サ イ ホ ン 部 １ ０ ３ の 呑 口 １ ０ ４ よ り 若 干 高 い 水 位 が 、 水 位 Ａ １ ０ ５ で あ る 。

　 貯 水 位 が 水 位 Ａ １ ０ ５ に 達 す る と 、 サ イ ホ ン の 形 成 が 始 ま る 。

　 貯 水 位 が 水 位 Ａ １ ０ ５ よ り 上 の 水 位 Ｂ １ ０ ６ に 達 す る 頃 に 、 サ イ ホ ン の 形 成 が 完 了 す る

。

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 以 上 の 放 流 量 の 変 化 を 、 グ ラ フ で 整 理 す る 。

　 図 １ ４ は 横 軸 が 流 速 で 縦 軸 が 水 位 で あ る グ ラ フ で あ り 、 点 Ｐ １ で 自 然 越 流 が 始 ま る 。 水

位 の 上 昇 に 伴 っ て 流 速 が 大 き く な る 。

　 点 Ｐ ２ で サ イ ホ ン の 形 成 が 始 ま り 、 点 Ｐ ３ で サ イ ホ ン が 完 成 す る 。

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 点 Ｐ １ と 点 Ｐ ２ の 間 が 、 自 然 越 流 域 と な る 。 自 然 越 流 域 で は 流 れ が 安 定 し て お り 、 放 流

量 は 正 確 に 計 算 で き る 。

　 点 Ｐ ３ 以 降 が 、 管 路 流 域 と な る 。 管 路 流 域 も 流 れ が 安 定 し て お り 、 放 流 量 は 正 確 に 計 算

で き る 。

【 ０ ０ ０ ７ 】
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　 点 Ｐ ２ と 点 Ｐ ３ の 間 は 、 自 然 越 流 域 か ら 管 路 流 域 へ 変 わ る 途 中 の 遷 移 流 域 に な る 。 遷 移

流 域 で は 、 流 れ が 不 安 定 に な り 、 放 流 量 が 定 ま ら な い 状 態 と な る 。

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 そ し て 、 図 １ ３ に お い て 、 水 位 Ａ １ ０ ５ か ら 水 位 Ｂ １ ０ ６ ま で 水 位 が 変 化 す る ま で の 時

間 は 洪 水 に よ っ て 大 き く 異 な る 。

　 そ の た め 、 図 １ ４ で は 点 Ｐ ２ か ら 点 Ｐ ３ ま で の 放 流 制 御 の 困 難 な 時 間 が 長 く な る 可 能 性

が あ る 。 放 流 量 が 安 定 し な い こ と は 守 る べ き 下 流 に 対 し て 洪 水 調 節 機 構 を 果 た せ な い こ と

に な り 、 こ の こ と が サ イ ホ ン 式 洪 水 吐 き 装 置 を 洪 水 調 節 施 設 に 使 う 上 で の 妨 げ と な っ て い

る 。

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 近 年 の 洪 水 多 発 の 中 で サ イ ホ ン 式 洪 水 吐 き 装 置 に よ る 大 洪 水 時 の 放 流 能 力 の 大 幅 増 大 機

能 は 重 要 で あ る こ と か ら 、 遷 移 流 域 を 大 幅 に 短 く し 安 定 し た 洪 水 放 流 を 可 能 と す る サ イ ホ

ン 式 洪 水 吐 き 装 置 が 求 め ら れ る 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ １ ０ 】

【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ２ １ － ８ ０ ７ ４ ６ 号 公 報

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ １ １ 】

　 本 発 明 は 、 大 洪 水 時 に お い て 大 幅 に 放 流 能 力 を 増 大 し 、 安 定 し た 放 流 を 可 能 と す る 非 常

用 洪 水 吐 き 装 置 を 提 供 す る こ と を 課 題 と す る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ １ ２ 】

　 請 求 項 １ に 係 る 発 明 は 、 ダ ム 湖 の 余 水 を 大 量 か つ 安 定 的 に 増 大 放 流 す る 洪 水 吐 き 装 置 で

あ っ て 、

　 前 記 余 水 を 流 入 さ せ る 流 入 部 と 、 こ の 流 入 部 に 隣 接 し て 設 け ら れ 前 記 余 水 を 放 流 す る 放

流 管 部 と を 備 え 、

　 前 記 放 流 管 部 は 、 入 口 又 は 途 中 に 、 サ イ ホ ン 作 用 を 発 揮 す る サ イ ホ ン 部 を 備 え 、

　 前 記 サ イ ホ ン 部 の 上 部 に 大 気 に 繋 が る 開 口 を 備 え 、 こ の 開 口 に 越 流 開 始 か ら 一 定 の 水 位

上 昇 ま で は 開 か れ て お り 、 越 流 が 前 記 一 定 の 水 位 に 達 し た ら 閉 じ ら れ る 蓋 を 備 え て い る こ

と を 特 徴 と す る 。

【 ０ ０ １ ３ 】

　 請 求 項 ２ に 係 る 発 明 は 、 請 求 項 １ 記 載 の 洪 水 吐 き 装 置 で あ っ て 、

　 前 記 流 入 部 は 、 上 面 が 開 放 さ れ た 枡 形 状 を 呈 し 、

　 前 記 流 入 部 は 、 前 記 放 流 管 部 の 呑 口 を 有 す る 放 流 管 接 続 壁 を 備 え 、

　 こ の 放 流 管 接 続 壁 は 、 流 入 部 上 流 側 に 延 ば さ れ 前 記 余 水 を 安 定 し て 呑 み 込 む た め の 整 流

板 を 備 え て い る こ と を 特 徴 と す る 。

【 ０ ０ １ ４ 】

　 請 求 項 ３ に 係 る 発 明 は 、 請 求 項 １ 又 は 請 求 項 ２ 記 載 の 洪 水 吐 き 装 置 で あ っ て 、

　 前 記 放 流 管 部 は 、 吐 口 が 絞 ら れ て い る 若 し く は 途 中 が 絞 ら れ て い る 、 又 は 吐 口 が 上 向 き

と さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ １ ５ 】

　 請 求 項 １ に 係 る 発 明 で は 、 サ イ ホ ン 部 の 上 部 に 大 気 に 繋 が る 大 き な 開 口 を 備 え て い る 。

開 口 が 大 気 に 繋 が っ て い る の で 、 サ イ ホ ン 部 に 自 然 越 流 が 円 滑 に 形 成 さ れ る 。

　 越 流 が 一 定 の 水 位 に 達 し た ら 蓋 で 開 口 を 閉 じ る 。 す る と 、 ご く 短 時 間 で サ イ ホ ン が 完 成

し て 、 管 路 流 域 に 移 行 す る 。 遷 移 流 域 が ご く 短 時 間 と な り 、 短 時 間 で 放 流 量 が 増 大 す る 。

　 す な わ ち 、 大 洪 水 時 に お い て 大 幅 に 放 流 能 力 を 増 大 し 、 安 定 し た 放 流 を 可 能 と す る 非 常

用 洪 水 吐 き 装 置 が 提 供 さ れ る 。
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【 ０ ０ １ ６ 】

　 請 求 項 ２ に 係 る 発 明 で は 、 放 流 管 接 続 壁 に 、 呑 口 の 庇 の 役 割 を 果 た す 整 流 板 を 備 え た 。

　 仮 に 、 整 流 板 が 備 わ っ て い な い と 、 呑 口 の 上 方 に 大 き な 渦 が で き る こ と が あ る 。 大 き な

渦 は 空 気 を 巻 き 込 む 。 空 気 は サ イ ホ ン 形 成 の 阻 害 要 因 と な り 、 好 ま し く な い 。

　 本 発 明 に よ り 整 流 板 を 設 け る と 、 渦 の 発 生 位 置 が 整 流 板 の 先 端 （ 流 入 部 上 流 側 ） に 移 り

、 且 つ 渦 は 小 さ く な る 。 渦 の 発 生 位 置 が 呑 口 か ら 十 分 に 離 れ て い る た め 、 渦 が 呑 口 へ 到 達

し に く く な り 、 加 え て 小 さ な 渦 で あ れ ば 、 サ イ ホ ン 形 成 に 支 障 は で な い 。

　 以 上 に よ り 、 サ イ ホ ン 部 の サ イ ホ ン が 健 全 に 維 持 さ れ る 。

【 ０ ０ １ ７ 】

　 請 求 項 ３ に 係 る 発 明 で は 、 放 流 管 部 は 、 吐 口 が 絞 ら れ て い る 若 し く は 途 中 が 絞 ら れ て い

る 、 又 は 吐 口 が 上 向 き と さ れ て い る 。

　 吐 口 か ら 侵 入 す る 空 気 は 、 サ イ ホ ン 形 成 の 阻 害 要 因 と な る が 、 放 流 管 部 の 吐 口 を 絞 る と

、 空 気 の 侵 入 を 防 ぐ こ と が で き る 。

　 ま た 、 放 流 管 部 の 途 中 に 段 差 等 の 絞 り を 設 け る と 、 吐 口 か ら 侵 入 し た 空 気 は 、 絞 り で 止

め ら れ 、 サ イ ホ ン 部 へ は 到 達 し な い 。

　 ま た 、 吐 口 を 上 に 向 け る と 、 空 気 の 侵 入 を 防 ぐ こ と が で き る 。

　 以 上 に よ り 、 サ イ ホ ン 部 の サ イ ホ ン が 健 全 に 維 持 さ れ る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ １ ８ 】

【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る 洪 水 吐 き 装 置 を 備 え た ダ ム の 平 面 図 で あ る 。

【 図 ２ 】 図 １ の ２ － ２ 線 断 面 図 で あ る 。

【 図 ３ 】 図 ２ の ３ 矢 視 図 で あ る 。

【 図 ４ 】 図 ３ の ４ 部 拡 大 図 で あ る 。

【 図 ５ 】 図 ４ の ５ － ５ 線 断 面 図 で あ る 。

【 図 ６ 】 洪 水 吐 き 装 置 の 作 用 を 説 明 す る 図 で あ る 。

【 図 ７ 】 洪 水 吐 き 装 置 の 作 用 を 説 明 す る 図 で あ る 。

【 図 ８ 】 水 位 と 流 速 の 関 係 を 説 明 す る グ ラ フ で あ り 、 （ ａ ） は 比 較 例 、 （ ｂ ） は 実 施 例 を

示 す 。

【 図 ９ 】 整 流 板 を 備 え た 流 入 部 の 平 面 図 で あ る 。

【 図 １ ０ 】 図 ９ の １ ０ － １ ０ 線 断 面 図 で あ る 。

【 図 １ １ 】 整 流 板 の 効 果 を 説 明 す る 図 で あ り 、 （ ａ ） は 比 較 例 、 （ ｂ ） は 実 施 例 を 示 す 。

【 図 １ ２ 】 変 更 例 を 説 明 す る 図 で あ る 。

【 図 １ ３ 】 従 来 の サ イ ホ ン 式 洪 水 吐 き 装 置 の 模 式 図 で あ る 。

【 図 １ ４ 】 従 来 の 水 吐 き 装 置 に お け る 水 位 と 流 速 の 関 係 を 説 明 す る グ ラ フ で あ る 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ １ ９ 】

　 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 添 付 図 に 基 づ い て 以 下 に 説 明 す る 。

【 実 施 例 】

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 図 １ に 示 す よ う に 、 ダ ム １ ０ は 、 ダ ム 湖 １ １ に 面 す る 堤 体 上 流 面 １ ２ と 、 こ の 堤 体 上 流

面 １ ２ の 上 端 に 繋 が る 堤 体 頂 部 １ ３ と 、 堤 体 下 流 面 １ ４ と 、 既 設 の 洪 水 吐 き １ ５ を 有 し て

い る 。

　 ダ ム １ ０ は 、 図 １ 下 側 に ダ ム 湖 １ １ の 余 水 を 放 流 す る 洪 水 吐 き 装 置 ２ ０ を 備 え て い る 。

【 ０ ０ ２ １ 】

　 図 ２ に 示 す よ う に 、 洪 水 吐 き 装 置 ２ ０ は 、 ダ ム 湖 の 余 水 を 貯 め る 流 入 部 ２ １ と 、 こ の 流

入 部 ２ １ に 貯 ま っ た 余 水 を 放 流 す る 放 流 管 部 ３ ０ と を 備 え る 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 好 ま し く は 、 流 入 部 ２ １ に 、 貯 め た 余 水 の 水 位 を 測 る 水 位 目 盛 り ２ ９ を 設 け る 。 こ の 水

位 目 盛 り ２ ９ に は 、 一 定 の 水 位 に 対 応 す る 目 印 ２ ９ ａ が 付 設 さ れ て い る 。

　 な お 、 水 位 目 盛 り ２ ９ は 、 電 気 的 、 電 子 的 、 機 械 的 に 水 位 を 測 る 水 位 計 で あ っ て も よ い
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。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 放 流 管 部 ３ ０ は 、 全 部 又 は 一 部 が 露 出 し て い る 裸 管 の 他 、 地 中 に 埋 設 さ れ た 地 中 管 で あ

っ て も よ い 。 又 は 、 一 部 が 地 中 管 で 残 部 が 裸 管 で あ っ て も よ い 。

　 放 流 管 部 ３ ０ は 、 地 中 管 部 ３ １ を 具 体 例 に し て 以 下 説 明 す る 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 放 流 管 部 ３ ０ と し て の 地 中 管 部 ３ １ は 、 呑 口 ３ ２ と 、 側 面 視 で 逆 Ｕ 字 状 を 呈 す る サ イ ホ

ン 部 ３ ３ と 、 こ の サ イ ホ ン 部 ３ ３ よ り 下 流 側 の 下 流 管 部 ３ ４ と を 備 え て い る 。

　 こ の 例 で は 、 放 流 管 部 ３ ０ の 入 口 に サ イ ホ ン 部 ３ ３ を 設 け た が 、 サ イ ホ ン 部 ３ ３ は 放 流

管 部 ３ ０ の 途 中 に 設 け て も よ い 。 こ の 場 合 は 、 放 流 管 部 ３ ０ は 、 上 流 管 部 と サ イ ホ ン 部 ３

３ と 下 流 管 部 ３ ４ と で 構 成 さ れ る 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 サ イ ホ ン 部 ３ ３ の 上 部 に 、 大 気 に 繋 が る 開 口 ３ ５ が 設 け ら れ て お り 、 こ の 開 口 ３ ５ は 、

開 閉 可 能 な 蓋 ３ ６ で 閉 じ ら れ て い る 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 図 ３ に 示 す よ う に 、 流 入 部 ２ １ は 、 ダ ム 湖 １ １ に 隣 接 し て 設 け ら れ 、 底 ２ ２ と 、 こ の 底

２ ２ か ら 立 ち 上 が る ４ つ の 壁 ２ ３ と か ら な る 枡 で あ る 。

　 ４ つ の 壁 ２ ３ は 、 ダ ム 湖 側 の 壁 ２ ４ と 、 地 山 側 の 壁 ２ ５ と 、 放 流 管 接 続 壁 ２ ６ と 、 上 流

側 の 壁 ２ ７ と か ら な る 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

　 放 流 管 接 続 壁 ２ ６ か ら 破 線 で 示 す 地 中 管 部 ３ １ が 延 び て い る 。

　 ま た 、 上 流 側 の 壁 ２ ７ を 貫 通 し て 、 流 入 路 ２ ８ が 上 流 側 へ 延 び て い る 。

　 流 入 部 ２ １ へ は 、 ダ ム 湖 側 の 壁 ２ ４ を 越 え て 直 接 流 入 部 ２ １ へ 落 下 す る 余 水 と 、 流 入 路

２ ８ を 通 っ て 流 入 部 ２ １ へ 流 入 す る 余 水 の 合 計 が 、 流 入 す る 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 流 入 路 ２ ８ は 、 必 須 で は な い が 、 流 入 部 ２ １ へ 流 入 量 を 増 加 し て 、 ダ ム 湖 の 水 位 上 昇 を

遅 ら せ る た め 、 付 設 す る こ と が 推 奨 さ れ る 。

【 ０ ０ ２ ９ 】

　 図 ４ は 図 ３ の ４ 部 拡 大 図 で あ り 、 こ の 図 に 基 づ い て 蓋 移 動 機 構 ５ ０ の 構 成 の 一 例 を 説 明

す る 。

　 図 ４ に 示 す よ う に 、 蓋 移 動 機 構 ５ ０ は 、 蓋 ３ ６ を 案 内 す る 一 対 の 案 内 レ ー ル ５ １ と 、 こ

れ ら の 案 内 レ ー ル に 平 行 に 蓋 ３ ６ か ら 伸 び る ラ ッ ク ５ ２ と 、 こ の ラ ッ ク ５ ２ に 噛 み 合 う ピ

ニ オ ン ５ ３ と 、 想 像 線 で 示 す ハ ン ド ル ５ ４ と を 備 え て い る 。

【 ０ ０ ３ ０ 】

　 好 ま し く は 、 ピ ニ オ ン ５ ３ に 対 向 す る 位 置 に 、 バ ッ ク ア ッ プ ロ ー ラ ５ ５ を 設 け る 。 バ ッ

ク ア ッ プ ロ ー ラ ５ ５ は 、 フ リ ー 回 転 ロ ー ラ で あ っ て 、 ピ ニ オ ン ５ ３ の 反 力 で ラ ッ ク ５ ２ が

ピ ニ オ ン ５ ３ か ら 離 れ る 方 向 へ 移 動 す る こ と を 防 止 す る 役 割 を 果 た す 。

【 ０ ０ ３ １ 】

　 図 ５ に 示 す よ う に 、 堤 体 頂 部 １ ３ に フ レ ー ム ５ ６ を 立 て 、 こ の フ レ ー ム ５ ６ に 中 継 軸 ５

７ を 沿 わ せ 、 こ の 中 継 軸 ５ ７ を 軸 受 ５ ８ に て フ レ ー ム ５ ６ に 取 付 け る 。 中 継 軸 ５ ７ の 下 端

に ピ ニ オ ン ５ ３ を 取 付 け 、 上 端 に ハ ン ド ル ５ ４ を 取 付 け る 。 ハ ン ド ル ５ ４ は 、 操 作 が し や

す い 高 さ 、 例 え ば 堤 体 頂 部 １ ３ か ら ０ ． ８ ～ １ ． ２ ｍ の 高 さ に 設 け ら れ る 。

【 ０ ０ ３ ２ 】

　 人 手 で ハ ン ド ル ５ ４ を 回 す と 、 ピ ニ オ ン ５ ３ が 回 転 し 、 ラ ッ ク ５ ２ が 図 面 表 裏 方 向 へ 移

動 し 、 蓋 ３ ６ が 図 面 表 裏 方 向 へ 移 動 す る 。 蓋 ３ ６ は 一 対 の 案 内 レ ー ル ５ １ で 案 内 さ れ る た

め 、 移 動 は 円 滑 に な る 。

【 ０ ０ ３ ３ 】

　 な お 、 ハ ン ド ル ５ ４ を 、 減 速 機 付 き 電 動 機 に 変 更 す る こ と は 差 し 支 え な い 。 こ の と き は

、 フ レ ー ム ５ ６ の 丈 を 小 さ く し 、 中 継 軸 ５ ７ を 短 く す る 。

　 ま た 、 蓋 移 動 機 構 ５ ０ は 、 電 動 シ リ ン ダ で あ っ て も よ い 。 電 動 シ リ ン ダ で あ れ ば 、 電 動
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シ リ ン ダ の ロ ッ ド を 蓋 ３ ６ に 直 接 連 結 す る 。 フ レ ー ム ５ ６ 、 中 継 軸 ５ ７ 、 軸 受 ５ ８ が 不 要

と な る 。

【 ０ ０ ３ ４ 】

　 減 速 機 付 き 電 動 機 や 電 動 シ リ ン ダ で あ れ ば 、 遠 隔 操 作 が 可 能 で あ る 。

　 よ っ て 、 蓋 移 動 機 構 ５ ０ は 、 開 口 ３ ５ を 閉 じ る 位 置 か ら 開 く 位 置 ま で 蓋 ３ ６ を 移 動 す る

こ と が で き る 機 構 で あ れ ば よ く 、 そ の 方 式 、 構 造 は 任 意 で あ る 。

【 ０ ０ ３ ５ 】

　 以 上 の 構 成 か ら な る 洪 水 吐 き 装 置 ２ ０ の 作 用 を 、 図 ６ 及 び 図 ７ に 基 づ い て 説 明 す る 。

　 図 ６ （ ａ ） で は 、 蓋 ３ ６ は 開 位 置 に あ り 、 開 口 ３ ５ は 大 気 に 繋 が っ て い る 。

　 そ し て 、 図 ６ （ ａ ） で は 、 ダ ム 湖 の 水 位 が 、 常 用 の 最 高 レ ベ ル Ｈ Ｗ Ｌ に あ る 。 ダ ム 湖 の

水 が 壁 ２ ４ の 向 こ う 側 に 留 ま っ て い る た め 、 流 入 部 ２ １ 及 び 地 中 管 部 ３ １ に 、 水 は な い 。

【 ０ ０ ３ ６ 】

　 洪 水 時 に ダ ム 湖 の 水 位 が 上 昇 す る と 、 図 ６ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 ダ ム 湖 の 余 水 が 壁 ２ ４

を 越 え て 流 入 部 ２ １ へ 落 下 す る 。 流 入 部 ２ １ の 水 位 Ｒ Ｗ Ｌ が 上 昇 す る と 、 サ イ ホ ン 部 ３ ３

の 底 を 越 え て 余 水 が 下 流 管 部 ３ ４ へ 流 れ 始 め る 。 こ の と き の 越 流 水 の 流 速 Ｖ １ は 、 自 然 流

下 で あ っ て １ ～ ３ ｍ ／ ｓ 程 度 で あ る 。

　 こ の と き に は 、 蓋 ３ ６ は 開 位 置 に 維 持 さ れ 、 開 口 ３ ５ は 大 気 に 繋 が っ た ま ま で あ り 、 自

然 越 流 の 形 成 は 支 障 な く 行 わ れ る 。

【 ０ ０ ３ ７ 】

　 図 ７ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 流 入 部 ２ １ の 水 位 Ｒ Ｗ Ｌ が さ ら に 上 昇 し 、 水 位 Ｒ Ｗ Ｌ が 水 位

目 盛 り ２ ９ の 目 印 ２ ９ ａ に 達 し た 。

　 図 ７ （ ａ ） の ｂ 部 拡 大 図 で あ る 図 ７ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 サ イ ホ ン 部 ３ ３ の 底 か ら 天 井

ま で の 高 さ 寸 法 を Ｈ ｄ 、 越 流 高 さ を ｈ ｗ と す る 。

【 ０ ０ ３ ８ 】

　 吐 口 の 絞 り 等 に よ り 下 流 管 部 ３ ４ に 空 気 が 入 ら な い 状 態 に し て 越 流 高 さ ｈ ｗ が ｄ の 概 ね

１ ／ ３ に な っ た と き に 、 蓋 ３ ６ を 開 位 置 か ら 閉 位 置 へ 切 り 換 え る 。 す る と 、 開 口 ３ ５ は 閉

じ ら れ る 。 開 口 ３ ５ が 閉 じ ら れ る と 、 短 時 間 で サ イ ホ ン が 完 成 す る 。

【 ０ ０ ３ ９ 】

　 以 降 、 図 ７ （ ｃ ） に 示 す よ う に 、 サ イ ホ ン が 完 成 す る と 、 流 速 Ｖ ２ は ５ ～ ２ ０ ｍ ／ ｓ 程

度 と な る 。

【 ０ ０ ４ ０ 】

　 図 ８ （ ａ ） に 従 来 の 放 流 量 の グ ラ フ を 示 し 、 図 ８ （ ｂ ） に 本 発 明 に よ る 放 流 量 の グ ラ フ

を 示 す 。

　 図 ８ （ ａ ） に 示 す 比 較 例 で は 流 れ の 安 定 し な い 遷 移 流 域 の 時 間 が 長 い 。 対 し て 、 （ ｂ ）

に 示 す 実 施 例 で は 点 Ｐ ２ か ら 点 Ｐ ３ の 管 路 流 域 に 移 行 し て 、 飛 躍 的 に 流 速 は 増 す 。

【 ０ ０ ４ １ 】

　 す な わ ち 、 図 ８ （ ｂ ） に 示 す 実 施 例 で は 放 流 量 が 計 算 で き る 自 然 越 流 域 か ら 放 流 量 が 計

算 で き る 管 路 流 域 へ ご く 短 時 間 で 移 行 す る た め 、 放 流 量 が 安 定 し て い る 。 そ し て 、 管 路 流

域 で は 放 流 量 が 増 大 す る 。

　 結 果 、 大 洪 水 時 に お い て 大 幅 に 放 流 能 力 が 増 大 し 、 安 定 し た 放 流 が 可 能 と な る 。

【 ０ ０ ４ ２ 】

　 次 に 、 整 流 板 ４ １ の レ イ ア ウ ト 及 び 構 成 例 を 、 図 ９ 及 び 図 １ ０ に 基 づ い て 説 明 す る 。

　 図 ９ に 示 す よ う に 、 放 流 管 接 続 壁 ２ ６ に 、 整 流 板 ４ １ を 付 設 す る 。

【 ０ ０ ４ ３ 】

　 図 １ ０ に 示 す よ う に 、 整 流 板 ４ １ は 、 呑 口 ３ ２ の 庇 を 構 成 す る 水 平 部 材 で あ る 。 好 ま し

く は 、 整 流 板 ４ １ の 左 端 か ら 底 ２ ２ へ 左 脚 ４ ２ を 下 げ 、 整 流 板 ４ １ の 右 端 か ら 底 ２ ２ へ 右

脚 ４ ３ を 下 げ る 。 整 流 板 ４ １ と 左 脚 ４ ２ と 右 脚 ４ ３ と で 、 呑 口 ３ ２ を 囲 う よ う に す る 。

　 左 脚 ４ ２ と 右 脚 ４ ３ と で 整 流 板 ４ １ が 支 持 さ れ る 。

　 左 脚 ４ ２ と 右 脚 ４ ３ に は 、 十 分 に 大 き な 開 口 部 ４ ５ が 所 定 個 数 設 け ら れ て い る 。

【 ０ ０ ４ ４ 】
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　 な お 、 整 流 板 ４ １ の 右 端 を 延 ば し て 、 右 端 を ダ ム 湖 側 の 壁 ２ ４ を 当 て る こ と で 、 右 脚 ４

３ を 省 略 す る こ と や 、 整 流 板 ４ １ の 左 端 を 延 ば し て 、 左 端 を 地 山 側 の 壁 ２ ５ を 当 て る こ と

で 、 左 脚 ４ ２ を 省 略 す る こ と や 、 整 流 板 ４ １ の 左 右 端 を 延 ば し て 、 左 脚 ４ ２ 及 び 右 脚 ４ ３

を 省 く こ と も で き る 。

【 ０ ０ ４ ５ 】

　 左 脚 ４ ２ と 右 脚 ４ ３ の 少 な く と も 一 方 を 省 く 場 合 は 、 整 流 板 ４ １ の 中 央 か ら 呑 口 ３ ２ を

横 断 す る よ う に 中 央 脚 ４ ４ を 下 ろ し て も よ い 。 中 央 脚 ４ ４ が 整 流 板 ４ １ を 支 持 す る か ら で

あ る 。 加 え て 、 中 央 脚 ４ ４ は 、 呑 口 ３ ２ へ 向 か う 左 右 流 れ を 整 流 す る 作 用 を 発 揮 す る 。

【 ０ ０ ４ ６ 】

　 図 １ １ は 整 流 板 の 効 果 を 説 明 す る 図 で あ る 。

　 図 １ １ （ ａ ） の 比 較 例 で は 、 整 流 板 を 備 え て い な い 。 サ イ ホ ン が 完 成 す る と 、 放 流 管 部

３ ０ の 呑 口 ３ ２ か ら 余 水 が 急 激 に 放 流 管 部 ３ ０ に 流 入 し 、 呑 口 ３ ２ の 近 傍 に 大 き な 渦 ４ ７

が で き る こ と が あ る 。 大 き な 渦 ４ ７ は 空 気 を 巻 き 込 み 、 こ の 空 気 を 呑 口 ３ ２ へ 送 り 込 む 。

こ の 空 気 は サ イ ホ ン 作 用 に 悪 影 響 を 与 え る た め 、 好 ま し く な い 。

【 ０ ０ ４ ７ 】

　 図 １ １ （ ｂ ） の 実 施 例 で は 、 整 流 板 ４ １ を 放 流 管 接 続 壁 ２ ６ に 備 え て い る 。 整 流 板 ４ １

は 流 入 開 口 面 積 が 十 分 に 大 き い た め 、 整 流 板 ４ １ へ 流 入 す る 余 水 の 速 度 は 小 さ く な る 。 そ

の た め 、 渦 ４ ８ が 発 生 し て も 、 こ の 渦 ４ ８ は 小 さ い 。

　 さ ら に は 、 渦 ４ ８ は 平 面 視 で 整 流 板 ４ １ の 縁 に で き る た め 、 小 さ な 渦 ４ ８ は 呑 口 ３ ２ か

ら 十 分 に 離 れ た と こ ろ に で き る 。

　 小 さ な 渦 ４ ８ が 巻 き 込 む 空 気 は 少 な く 、 か つ 、 流 入 す る 速 度 も 遅 い た め 、 結 果 と し て 呑

口 ３ ２ か ら 流 入 し な い 。 よ っ て 、 サ イ ホ ン 作 用 が 健 全 に 維 持 さ れ る 。

【 ０ ０ ４ ８ 】

　 次 に 、 本 発 明 に 係 る 変 更 例 を 、 図 １ ２ に 基 づ い て 説 明 す る 。

　 図 １ ２ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 放 流 管 部 ３ ０ の 吐 口 に 絞 り 部 ３ ７ を 設 け て も よ い 。 絞 り 部

３ ７ で は 流 速 が 高 ま る た め 、 外 の 空 気 が 吐 口 か ら 放 流 管 部 ３ ０ 内 へ 侵 入 す る こ と は な い 。

【 ０ ０ ４ ９ 】

　 ま た は 、 放 流 管 部 ３ ０ の 途 中 に 三 角 断 面 や 台 形 断 面 の 絞 り 部 ３ ８ を 設 け て も よ い 。 仮 に

、 外 の 空 気 が 吐 口 か ら 放 流 管 部 ３ ０ 内 へ 侵 入 し て も 、 こ の 空 気 は 絞 り 部 ３ ８ で 遮 ら れ 、 サ

イ ホ ン 部 ３ ３ へ は 到 達 し な い 。

【 ０ ０ ５ ０ 】

　 ま た 、 図 １ ２ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 放 流 管 部 ３ ０ の 吐 口 に 上 向 き 部 ３ ９ を 設 け て も よ い

。 比 重 の 違 い に よ り 、 軽 い 空 気 は 余 水 内 を 上 昇 す る 。 そ の た め 、 上 向 き に 流 れ る 余 水 に 逆

ら っ て 空 気 が 下 向 き に 侵 入 す る こ と は な い 。 結 果 、 吐 口 か ら 侵 入 し よ う と す る 空 気 は 、 上

向 き 部 ３ ９ で 遮 断 さ れ 、 放 流 管 部 ３ ０ 内 へ 侵 入 す る こ と は な い 。

【 ０ ０ ５ １ 】

　 尚 、 ダ ム は 、 溜 池 の 堤 体 や 河 川 の 堤 体 で あ っ て も よ く 、 堤 体 上 流 面 、 堤 体 頂 部 及 び 堤 体

下 流 面 を 有 す る 堤 体 で あ れ ば 、 大 き さ や 構 造 は 格 別 に 限 定 さ れ な い 。

　 ま た 、 本 発 明 の 洪 水 吐 き 装 置 ２ ０ は 、 新 設 の ダ ム に 付 設 さ れ る 他 、 既 設 （ 既 存 ） の ダ ム

に 付 設 さ れ る 。

【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】

【 ０ ０ ５ ２ 】

　 本 発 明 は 、 洪 水 対 策 の 補 強 が 望 ま れ る ダ ム に 好 適 で あ る 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ５ ３ 】

　 １ ０ … ダ ム 、 １ １ … ダ ム 湖 、 ２ ０ … 洪 水 吐 き 装 置 、 ２ １ … 流 入 部 、 ２ ６ … 放 流 管 接 続 壁

、 ３ ０ … 放 流 管 部 、 ３ ２ … 呑 口 、 ３ ３ … サ イ ホ ン 部 、 ３ ５ … 開 口 、 ３ ６ … 蓋 、 ３ ７ 、 ３ ８

… 絞 り 部 、 ３ ９ … 上 向 き 部 、 ４ １ … 整 流 板 、 ５ ０ … 蓋 移 動 機 構 。
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